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研究成果の概要（和文）：学級におけるソーシャル・キャピタルが、学級集団レベルでの子どもの学習意欲の向
上と学習意欲の格差抑制に対して及ぼす効果を明らかにした。また、学級におけるソーシャル・キャピタル醸成
のプロセスを記述するために、学級ソーシャル・キャピタルが高い学級の担任と低い学級の担任の行動観察を通
して、再発話による影響力の違いを特定した。

研究成果の概要（英文）：　This research project has clarified the effects of classroom-level social 
capital on the improving the group-level learning motivation of children who belong to the classroom
 and suppressing disparity the group-level learning motivation of their.In addition, this reseach 
project has described the process of building social capital. According to observation research on 
two types teachers－high level social capital classroom and low level social  capital classroom, it 
found that the difference of the two teachers is on the revoicing behavior.    
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１．研究開始当初の背景 

 教育分野におけるソーシャル・キャピタル
研究は開始されたばかりであり、学級レベル
でのソーシャル・キャピタルを扱う研究は皆
無の状況であった。また、ソーシャル・キャ
ピタルが保有する機能として、格差抑制機能
に着目した研究も、これまでにその可能性は
指摘されていたが、実証研究は皆無の状況で
あった。 

 

２．研究の目的 

 学級ソーシャル・キャピタルがもつ、学級
レベルでの学習意欲の向上と格差抑制の効
果を明らかにする。 

 

３．研究の方法 

 調査 1：A 県内 22 校 104 学級調査（児童生
徒 3719 名）。協力校方式による計量データの
収集。 
 調査 2：B県内 9校 119学級調査（3618名）。
協力校方式による計量データと観察データ
の収集。 
 
４．研究成果 
  調査 1 の知見： 
第 1は，児童生徒相互及び教師と生徒のつ

ながり，すなわち，学級ソーシャル・キャピ
タルの効果である。学級内での豊かなつなが
りは，学級レベルでの学習意欲を高めるとと
もに，学習意欲の格差を抑制する効果を有し
ていることが明らかにされた。つまり，学級
レベルでのつながりは，学習意欲の向上（卓
越性）と学習意欲の格差抑制（公正性）の二
つの価値を同時に達成する効果を有してい
ると解釈できる。学級経営や集団づくりに力
を入れ，学習過程にも児童生徒相互の相互作
用場面を設定し，教師が児童生徒との間に信
頼関係を醸成する等，つながりを醸成する上
での当たり前の実践が，卓越性と公正性の同
時達成に対して効果を有するのである。また，
学級ソーシャル・キャピタルが，学習意欲の
上昇分（9.7%）よりも，学習意欲の分散抑制
（16.2%）を強く説明している点に注目した
い。学級レベルでの児童生徒のつながりの効
果として，これまで卓越性と公正性を並記し
てきたが，より詳細に検討すると，実は公正
性効果の方が相対的に顕著であることが示
されている。 
  第 2 は，学年進行の効果である。本研究で
は，学習意欲は学年進行とともに低下するこ
と，また，学習意欲の格差が拡大することが
明らかとなった。本研究と類似の調査研究
（小学校 3-6 学年対象）である露口（2014）
では，学級レベルの学習意欲に対する学年進
行の効果は認められていない。中学校を含め
ることによって，出現する効果の可能性があ
る。したがって，学年進行に伴う課題を克服
するためには，特に中学校において，学習意
欲の向上と格差抑制に効果がある学級ソー
シャル・キャピタルを醸成する手立てを実践

することが重要であると考えられる。中学校
における学級経営及び授業実践を，「つなが
り」の視点から省察し，改善することが示唆
される。 
  第 3 は，学習意欲に対する家庭ソーシャ
ル・キャピタルの影響力の脆弱さである。本
研究では，4つのモデルのいずれにおいても，
家庭ソーシャル・キャピタルの効果は認めら
れていない。学級レベルで見た場合の学習意
欲や学習意欲格差は，家庭の影響ではなく，
学校側の影響が大きいと考えられる。この点
も，先行研究である露口（2014）とは異なっ
た結果となっている。露口（2014）では，学
級レベルの学習意欲に対して家庭ソーシャ
ル・キャピタルが影響を及ぼしているとする
結果が得られている。この点については，調
査対象地区の特性を考慮すべきかもしれな
い。つまり，露口（2014）が政令指定都市の
大規模校を対象とした調査であるのに対し，
本研究はある農山漁村をひろく抱えた地方
を対象としており，県内全域に調査対象が拡
散している。家庭ソーシャル・キャピタルは，
都市部では，その影響が学級に及びやすいが，
農山漁村を中心とした地域では，そのような
効果が出現しない可能性がある。この点につ
いては，今後，さらに検討を加える必要があ
る。 
 
調査 2の知見（計量データ分析）： 
重回帰分析の結果，国語・理科・4 教科に

ついては，家庭ソーシャル・キャピタルが子
どもの学習意欲を高めることが確認されて
いる。国語・算数・社会・4教科については，
学級ソーシャル・キャピタルが子どもの学習
意欲を高めることが確認されている。学級ソ
ーシャル・キャピタルは，教師と子ども達の
つながり，子ども同士のつながりがある。学
級としての集団の力が学習意欲の向上に影
響を与えていた。 
 この調査から，子どもを取り巻くつながり
が学習意欲の向上に影響を与えていること
が明らかになり，研究課題 1 においての推測
に該当する結果となった。そして，子どもを
取り巻くつながりのうち，いずれのソーシャ
ル・キャピタル次元が学習意欲に対して影響
を及ぼしているのかについては，国語・4 教
科は学級ソーシャル・キャピタルと家庭ソー
シャル・キャピタル，理科は家庭ソーシャ
ル・キャピタル，算数と社会は学級ソーシャ
ル・キャピタルが影響を及ぼす要因であるこ
とが明らかになった。また，子どもを取り巻
くつながりは，学級レベルの学習意欲の平均
値だけでなく，学級内の格差を抑制する効果
を有しているのではないか，という仮説につ
いては，国語では子ども間ソーシャル・キャ
ピタル，算数・理科・社会・4 教科では，学
級ソーシャル・キャピタルが学習意欲格差を
抑制することが明らかになった。 
 
調査 2の知見（観察データ分析）： 



 児童を取り巻くつながりには，学校・家
庭・地域等あらゆるつながりが挙げられる。
そこで，調査 1において，学ぶ意欲を高める
つながりの要素，学ぶ意欲の格差抑制効果に
ついて，量的調査を試みた。各教科によって
少し差異も認められたが，この調査結果から，
学級のつながりが，学ぶ意欲と学ぶ意欲格差
を抑制する効果があることが明らかとなっ
た。 
 この結果をもとに調査 2では，学級のつな
がりがどのように学ぶ意欲を高めているの
か記述を行った。学級のつながりとしては，
教師と子どものつながり，子ども同士のつな
がりがある。まず，教師と子どものつながり
について，インタビュー調査から，どの先生
方も子どもの成長を期待して働きかけてお
り，教師の何でも受け止めるといった温かい
姿勢と，人に迷惑をかけた行動に対して毅然
と指導を行うといった姿勢が，学級集団とし
ての安心感を高めることが分かった。正義が
通る学級づくりを行うなかで，教師と子ども
の信頼関係が少しずつ構築され，学習面に対
しても努力しようとする向上心を高めるこ
とにつながっていた。また，参与観察で具体
的場面を考察することにより，教師と子ども
のつながりは些細な対話の積み重ねにより
築かれるということ，そしてそのつながりが
学ぶ意欲に影響を及ぼすということが分か
った。普段の何気ない対話の積み重ねから，
信頼関係が築かれ，学ぶ意欲に影響を及ぼし
ているのである。次に，子ども同士のつなが
りについて，子ども同士で教え合いをする姿
を調査期間中，頻繁に目にし，友達が教えて
くれるから頑張ろうとする姿勢が見られた。
また，授業時間中に，自分の考え方を交換す
る情報交換や問題の出し合いの時間を意図
的に設けているクラスもあった。これらの取
組は，様々な考え方を知る機会となるだけで
はなく，学級の中の子ども同士のつながりを
さらに広げ，学ぶ意欲の向上へとつながって
いた。 
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